
  
ニュースレター第 44 号では、

前号に引き続き令和 2 年度の農

水省の「イノベーション創出強化

研究推進事業」に東北ハイテク研

が支援し新たに採択になりまし

た、岩手県農業研究センターの小

舘琢磨さんが研究代表者の「チル

ド米飯ニーズと加工製造課題に即応する超多収低アミロース米系統の早期育成」、応用研究ステー

ジ・マッチングファンド方式採用）について紹介します。 

 

 

 

 

＜研究目的＞ 

低アミロース米は、粘りが強く冷めても硬くなりにくいという性格があるため、中食のチルド米

飯として最適ですが、低収量で、加工上の課題（炊飯米の「べたつき」）により、残念ながら普及拡

大していません。そのため、本研究では先端手法（ゲノム育種と計量化学）を取り入れ、加工製造課

題に即応できる超多収低アミロース米新系統を早期に育成するとともに、店頭で炊きたてに近い食

味を提供するために必要な加工・低温保蔵技術を開発し、世界を視野に入れたチルド米飯用低アミ

ロース米の開発と普及を目指しています。 

 

＜技術開発の必要性＞ 

 この研究の必要性については、図 1 に整理されていますように、農業生産者の収益性向上、加工

製造業における加工適性の向上、コンビニなどの実需者による賞味期限の向上といった多面的なニ

ーズへの対応が考えられています。 
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図 1 多面的な研究の必要性 

 

 

 

 

図 2 は、研究の目的・達成目標と研究課題を整理したものです。次の 2 つの大課題の野心的な到

達目標がよく理解できると思います。 

大課題 1 中食市場のチルド米飯に適する超多収低アミロース米系統の育成 

大課題 2 低アミロース米に適する加工方法及び加熱方法の開発 

 
図２ 研究目的・目標・研究課題の関連 

研究目標題 
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図３ 研究課題ごとの研究実施組織 

  

研究組織としては、岩手農研を代表機関として、農研機構東北農業研究センター、沖縄県農業研

究センター、伊藤忠食糧株式会社等が参加し、それぞれの得意分野を活かした研究実施体制が構築

されていることがわかります。 

 

 

 

 

本プロジェクトには 3 つの中課題があり、それぞれの課題ごとの研究内容と研究目標は図 4、図

5 に、実用化・事業化・発展の可能性と社会実装については図 6 に、社会実装の経済効果について

は図 7 に整理されています。 

 

研究実施体制 

開発技術のポイントと成果の社会実装の経済効果
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図 4 系統育成技術開発の目標 

 

 

図 5 加工技術の開発と開発技術の社会実装の可能性 
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図 6 研究成果の実用化と社会実装の取り組み 

 

 
図 7 開発技術がもたらす経済効果  
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